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１３３ 誤った題名の絵画《３人の哲学者》 

ジョルジョーネとセバスティアーノ・デル・ビオンボ  

 

２０２５ 

真鍋友範 

 

       

 

  通称《３人の哲学者》１５１０ セバスティアーノ・デル・ビオンボ 

        適正な題名は《貿易主（船主）への追悼》 

 

１ ルネサンス絵画上、最も読解困難な作品の一例 

 ジョルジョーネは１５１０年、突然のペスト罹患によってこの世を去った。 
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ジョルジョーネは、その数年前から、一連の追悼画を描いている。 

 この《３人の哲学者》の題名が誤っていることを、明らかにする上で、まず

は過去のジョルジョーネの描いた追悼画から、その表現上の共通点を明らかに

しておく必要があるだろう。 

 

とりあえずこの三点の追悼画の共通表現に通目しよう。 

     

《羊飼いの巡礼》１５０５−１０       《田園の奏楽》１５０９頃 

  

     《嵐》１５０３−０９ 

 

１）亡くなった人物の顔を、暗く不鮮明に描くことで、注文主が、故人を偲ぶ際に、面影を

重ね易くしている点。 

２）背景には、叙情詩的な点景が描かれている点。 

３）開放的に開かれた田園空間を天上界として描いている点。 
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つまり、これらの特徴が、【ジョルジョーネの描く追悼画】において、必ず表現されて

いるのだ。 

 

 しかし、《３人の哲学者》には、この特徴が無いか、弱いのだ。 

  

 まず、開放的な田園空間では無い。場面左側には、大きい岩のようなものがあり、空間の

広がりを妨げている。 

 

背景の点景に抒情詩的な趣が無い。他の作品に於いては、遊んでいる子供達

や、楽器を演奏する牧童や羊、甲冑をまとった二人の会話する人物が、それぞれ

小さく描かれているのに、全くそのような抒情詩的要素が無いのだ。 

 

亡くなった人物の顔の表現が、ジョルジョーネほどには暗く不鮮明に表現さ

れていない。 

顔を暗くする程度が、日焼けしたようなレベルで、ジョルジョーネより弱いの

だ。 

 

 ジョルジョーネには無い表現として、セバスティアーノ・デル・ビオンボは、

登場人物を切石の上に配置し、いささか作為的である。 

 

 これらの特徴から、この作品はジョルジョーネの描いた作品ではない。 

 

しかしながら、この作品が描かれた１５１０年は、ジョルジョーネは若くして

亡くなった年であり、その時点で、セバスティアーノ・デル・ビオンボは、ジョ

ルジョーネ工房の修行中の弟子であったのだ。 

 

 このタイミングを考察するなら、セバスティアーノ・デル・ビオンボが、この
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作品の注文を、直接受注する立場には無かったことになる。 

 

 順当に考得るなら、ジョルジョーネ工房への注文を、師匠であるジョルジョー

ネの作品構想に従い、ジョルジョーネに代行して描いたと考えるのが妥当だ。 

  

 さて、ジョルジョーネはこの作品に至る数年間、次々に追悼画を描いている。

その作品成作の最後に当たる時期、ジョルジョーネは、追悼画を、更なる自由な

構成世界に到達させようとしていたのでは無いか。 

 

 ジョルジョーネは天才画家だった。 

何故ならば、ルネサンス後期の段階において、彼の表現は近代的感性に溢れて

いたからだ。 

 

具体的には、【遠く離れた人物を同じ場所に画面合成して表現した《嵐》や、

数百年の遠く離れた時代の人物を同じ画面に合成して描いた《人生の三世代》

（誤った題名）のような画期的革新的な表現を実行した画家】なのだ。 

 

この事実を理解した上で、もう一度《３人の哲学者》に戻ろう。 

         、 

 左側の若者の手には、コンパスと直定規が握られている。直定規から、数学

者ではなく、建築家や造船技師、大工や石工などの実務家が想定できる。 

右側の白髭の老人の手には、天界図の描かれた冊子とディバイダが握られて

いる。つまり、天文学者ではなく、これらを使って航海実務を行う航海士または

船長だろう。 

最後は、中央の威厳ある態度の人物だ。この人物は。ターバンを頭に巻いてい

ることから、地中海貿易に関連した取引を行っていた貿易主あるいは船主と考

えられる。 
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天上界の描写場面、つまり田園風景という背景で描かれているが、実際は、で

あるという、ヴェネチアという海上都市特有の職種をイメージするなら、３人の

職業が理解しやすいだろう。 

 

この作品は、ジョルジョーネの基本構想の元、当時ジョルジョーネ工房で修行

中の画家セバスティアーノ・デル・ビオンボが、ジョルジョーネに代わり、完成

させた追悼画であり、現在では名前の知れぬ【某船主への追悼】を主題とする絵

画作品であったのだ。 

 

通常考えられる歴史上の一場面や宗教上の一場面では無い点が、この作品の

解明を困難にしてきたと考えられる。 

 

特に、中央の人物（船主）を、【若者の姿と、壮年の姿という異なった時期の

同一人物】が、同時に描かれるという、画期的な表現は注目に値する。 

 

ストーリーは、以下の通りだ。 

若い時代に、船大工に憧れた貴族の青年は、成長し、家業を継ぎ、船主として

地中海貿易に従事していたが、海難事故または交易上の争いによって、友人の船

長（航海士）とともに命を落とした。 

 

悲しみの遺族は、この船主を追悼し、思い出の人物像を、ジョルジョーネ工房

に依頼したのが、この絵画であったのだろう。 

 

結果的に急逝したジョルジョーネ に代わり、ビオンボが代行して描いたのだ。 

 

とはいえ、ジョルジョーネの持つ、現代人の想像を越えた自由な画面合成の創

造力・表現力に対し、現代の我々は、ジョルジョーネの天才的画力の最後の輝き

の証拠として心底驚かされるのだ。 
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